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落石防護

落石予防

崩壊土砂
／土石流

工事

地山補強
／植生

雪崩

ストロンガー工法
既設落石防護柵補強工

NETIS　HR-140004-A （掲載期間終了）

ストロンガー工法は、耐力や柵高が不足した既設の落石防護柵を補強する工法です。防護柵の柵高を最
大3.5mまで高くするとともに、対応落石エネルギーを最大120kJまで向上させることができます。

特長

❶ 既設落石防護柵に加工不要で補強が可能
　既設落石防護柵に部材を追加で取り付けるだけで、簡単に
補強することができます。

❷低コストで施工が可能
　既設落石防護柵を再利用することができるため、低コストで
施工することが可能です。

❸環境への負荷を軽減
　既設落石防護柵をそのまま利用し、工具による取付け作業
のみで施工することができるため、環境負荷を最小限に抑え
ることができます。

製品の種類

● 補強タイプ
　 新設タイプ
・既設H鋼式落石防護柵の「吸収エネ

ルギー向上」
・新設の「簡易高エネルギー吸収型落

石防護柵」

● 部分かさ上げタイプ
　 部分かさ上げ補強タイプ
・既設H鋼式落石防護柵の「部分かさ

上げ」、「部分かさ上げ補強」

● かさ上げタイプ
　 かさ上げ補強タイプ
・既設H鋼式落石防護柵の堆積物等に

よる柵高不足対策
 ・「かさ上げ」、「かさ上げ補強」
　（柵高3.5mまで対応可能）

● 積雪対応

・積雪地の小規模雪崩の対応例
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アーチカルバート

落石防護

落石予防

崩壊土砂
／土石流

地山補強
／植生

雪崩

工事

構造

実物実験

端部補強枠

ワイヤ菱形金網

L

H

φ2.6mm 3本より 50×50
上部補強枠

下部補強枠

既設ワイヤロープ既設金網

既設H形鋼支柱既設H形鋼支柱

間隔保持材

連結バー緩衝装置


